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加

藤

正

俊

『
正
法
山
妙
心
寺
住
持
次
第
』
に
よ
る
と
、
初
期
妙
心
寺
の
世
代
は
、

開
山
関
山
玄
和
尚

第
二
世
授
翁
弼
和
尚

第
三
世
無
因
々
和
尚

第
四
世
雲
山
峨
和
尚

第
五
世
明
江
西
堂

第
六
世
拙
堂
朴
和
尚

第
七
世
日
峰
舜
和
尚

第
八
世
義
天
詔
和
尚

第
九
世
雪
江
深
和
尚

(1

)

と
次
第
し
て
い
る
。
川
上
孤
山
師
の

『妙
心
寺
史
』
は
、
二
世
授
翁
の
妙
心
寺
住
山
の
康
安
元
年

(
一
三
六

一
)
よ
り
、

九
世
雪
江
示
寂

の
文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
ま
で
を
、
妙
心
寺
の
六
祖
時
代
と
呼
ん
で
い
る
。
川
上
師
に
よ
る
と
、
こ
の
間
に
お
け
る
妙
心
寺
の
法
系

者
は
六
代
で
あ
る
が
、
住
世
者
は
九
世
と
な
る
と
し
て
、
以
下
の
如
く
に
区
分
す
る
。

法
系
者
…
O
開
山

⇔
授
翁

⇔
無
因

四
日
峰

㊨
義
天

ωW
雪
江

住
世
者
…
e
開
山

⇔
授
翁

⇔
無
因

⑳
雲
山

㈲
明
江

因
拙
堂

㈹
日
峰

の
義
天

ω
雪
江

『
妙
心
航
兜
』
に
よ
る
と
・
住
世
者
で
あ

っ
て
法
系
者
に
加
え
ら
れ
な
い
雲
山
、
明
江
、
拙
堂
の
三
師
は
、
何
れ
も
開
山

の
法
孫
で
は
あ
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る
け
れ
ど
も
、
寺
統
権
を
定
め
る
視
蒙
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
、
法
系
世
代
に
加
え
な
い
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
妙
心
寺
が

(3
)

出
世

の
道
場
と
な
り
、
賜
紫
論
住
の
寺
統
を
確
立
す
る
の
は
、
永
正
六
年

(
一
五
〇
九
)
の
後
柏
原
天
皇
の
論
旨
に
よ

っ
て
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
以
前
の
妙
心
寺
に
視
蒙
入
寺
の
儀
が
あ

っ
た
と
は
思
え
な

い
し
、
完
全
な
語
録
も
遺

っ
て
い
な
い
無
因

・
日
峰

・
義
天
ら
が
視
蒙

の

儀
を
行

っ
た
と
い
う
記
録
も
な
い
。
初
期
の
妙
心
寺
の
歴
史
を
伝
え
る
唯

一
の
通
史
と
も
い
え
る
東
陽
英
朝
の

『正
法
山
六
祖
伝
』

(以

下

『
六
祖
伝
』
と
略
称
)
の
中
に
も
、
視
蒙
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

初
期
の
妙
心
寺
史
に
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
が
、
中
で
も
住
世
者
で
あ

っ
て
法
系
者
で
な
い
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
雲
山

・
明
江

・
拙
堂
ら

の
伝
記
に
は
、
特
に
不
明
な
点
が
多

い
。
遺
さ
れ
た
僅
か
な
史
料
を
も
と
に
、
雲
山

・
明
江

・
拙
堂
ら
の
行
状
と
、
初
期
の
妙
心
寺
の
世

代
の
位
次
と
を
、
以
下
に
論
じ
て
み
た
い
。

雲
山
に
つ
い
て

雲
山
に
関
す
る
記
録
の
中
で
、
最
も
若
年
時
代
の
動
静
を
示
す
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
『
六
祖
伝
』
の
関
山
の
章

に
見
え
る
以
下
の
如

き
記
述
が
あ
る
。

(大
燈
)

(関
山
)

「
龍
宝
国
師
在
世
時
、
称
旧
参
者
十
六
人
、
国
師
遷
化
後
、
相
率
帰
師
席
下
。
義
侍
者
其
首
也
。
義
遭
打
出
凡
二
十
五
度
、
後
嗣
授
翁
。

漂
齢

」

雲
山

は
大
徳
寺
開
山
の
大
燈
国
師
に
参
じ
、
大
燈
の
寂
後
さ
ら
に
会
下
の
旧
参
十
六
人
と
と
も
に
、
妙
心
寺
の
関
山
の
会
裡
に
参
じ
、
そ

れ
ら

の
旧
参
の
中
で
も
首
位
を
占
め
る
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
雲
山
は
関
山
の
会
下
に
あ
り
な
が
ら
関
山
の
印
可
を
受

け
る

こ
と
な
く
、
関
山
の
寂
後
、
引
き
続
き
授
翁
の
会
下
に
参
じ
て
よ
う
や
く
そ
の
印
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
大
燈
国
師

宗
峰
妙
超
の
示
寂
が
、
建
武
四
年

(
=
】】三
七
)

の
十
二
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
り
、
関
山
の
示
寂
が
延
文
五
年

(
;

エ
ハ
○
)
十
二
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月
十
二
日
で
あ
る
か
ら
、
雲
山
は
授
翁
に
参
ず
る
ま
で
に
大
燈

・
関
山
の
も
と
で
、
少
な
く
と
も
三
十
年
に
及
ぶ
修
行

の
時
代
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
授
翁
は
康
安
元
年

(
一
三
六

一
)
に
妙
心
寺

に
住
し
、
康
暦
二
年

(
=
二
八
〇
)
三
月
二
十

八
日
に
示
寂
し
て

い
る
の
で
、
仮
り
に
示
寂
の
年
ま
で
住
山
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
授
翁

の
妙
心
寺
住
山
の
期
間
は
、
二
十
年
に
及
ぶ
こ
と

に
な
る
。
雲
山

が
授
翁
の
印
可
を
得
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
判
然
と
し
な
い
が
、
雲
山
の
長
い
修
行
時
代
を
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
授
翁

の
妙
心
寺
住
山

後
、

間
も
な
く
の
頃
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

(
4
)

ま
た
川
上
師

の

『妙
心
寺
史
』
は
、
雲
山
を
関
山
の
血
縁
者
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
多
く
の
史
書
が
こ
の
説
を
踏
襲

し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
江
戸
時
代
、
駿
州
蒲
原
の
龍
雲
寺

の
応
禅
普
善

(
=
二
七
三
ー

一
七
四
三
)
の
創
作
す
る

「
関
山
国
師
遺
誠
」
が
、
関
山
金

口
の

「遺

誠
」
で
あ
る
こ
と
を
後
世
に
信
用
さ
せ
る
た
め
に
・
わ
ざ
わ
ざ

「
遺
誠
」
に
付
し
た
雲
山
・
根
外
・
温
中
・
耽
源
・
応
禅
等
の
墾

(関
山
慧
玄
)

中

(
こ
れ
ら
も
す
べ
て
応
禅
の
創
作
す
る
も
の
で
あ
る
が
)
の
根
外
の
駿
文

の
最
初
に
、
「
吾
雲
山
先
師
者
、
信
陽
之
種
族
而
玄
祖
仏
母

之
外
孫
也
」
と
あ
る

一
文
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

「
遺
誠
」
な
り
践
文
の
内
容
が
、
信
頼
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、

(
6
)

既
に
筆
者
が
し
ぼ
し
ぼ
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
来

『
妙
心
寺
文
書
』
の
中
で
、
雲
山
に
関
す
る
史
料

の
一
番
最
初
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
『妙
心
寺
文
書
』
O
に
収
録
す
る
。

以
下

の
如
き

「光
明
院
論
旨
」
(寺
伝
)
で
あ

っ
た
。

河
内
国
網
代
庄

為
美
濃
国
五
ケ
郷

替
所
被
寄
付
玉
鳳

院
也

可
被
知
行

領
掌
之
由

天
気
所
候
也

傍
執
達
如
件
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康
口
口
年
三
月
廿
日

左
中
弁

(花
押
)

雲
山
上
人
御
房

こ
れ
は
河
内
国
網
代
庄
を
、
美
濃
国
五
ケ
郷
の
替
り
と
し
て
、
玉
鳳
院

(花
園
法
皇
塔
所
)
に
寄
附
す
る
と
い
う
論
旨
で
あ
る
。
こ
の
輪

旨
の
年
紀
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
て
不
明
の
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
年
号
の
最
初
に
康
の
字
が
見
え
る
の
で
、
寺
伝
で
は
こ
れ
を
康
永
年
間

(
=
二
四
二
ー

四
五
)
の
も
の
と
見
な
し
、
光
明
天
皇
の
論
旨
と
し
て
、
『妙
心
寺
文
書
』
の
中
で
も
関
山
慧
玄
関
係
の
文
書
の
収
録
さ
れ

(
7
)

る
第

一
巻
に
収
め
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
が
既
に

『妙
心
寺
大
観
』
の
解
説
の
と
こ
ろ
で
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
康
暦
二
年

(
一

三
八
〇
)
の
後
円
融
天
皇
の
論
旨
と
す
る
の
が
、
内
容
的
に
も
正
し
い
。
康
永
年
間
の
も
の
と
す
れ
ぽ
、
花
園
法
皇
も
関
山
も
共
に
在
世

中

で
あ
り
、
雲
山
は
関
山
寂
後
さ
ら
に
授
翁
に
参
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
第

一
玉
鳳
院
に
は
ま
だ
花
園
法
皇
が
住
世
中
で
あ
る
か

ら
、
雲
山
が
玉
鳳
院
の
塔
主
と
な
る
は
ず
が
な
い
。

も

っ
と
も
後
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
嘉
吉
の
初
年
頃

(
一
四
四

一
～
二
)
に
は
、
ま
だ
妙
心
寺
で
も
こ
の
文
書
は
康
暦
二
年
の
も

の
と
さ
れ
、
後
円
融
天
皇
の
論
旨
と
さ
れ
て
い
る
。
故
に
後
年
こ
の
文
書
の
年
紀
が
欠
損
し
た
頃

(江
戸
時
代
?
)、
『妙
心
寺
文
書
』
が

編
纂
さ
れ
、
誤

っ
て
康
永
年
間
の
も
の
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

尚
こ
の
輪
旨
と
内
容
的
に
関
連
す
る
後
円
融
天
皇

の
論
旨
が
、
『妙
心
寺
文
書
』
⇔
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
以
下

に

紹
介
し
て
お
く
。

和
泉
国
宮
里
保
為

美
濃
国
五
箇
郷
替

所
被
寄
附
玉
鳳
院
也

天
気
如
此

傍
執
達

如
件
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永
和
四
年
三
月
廿
日

左
中
弁

(花
押
)

授
翁
上
入
禅
室

両
論
旨

の
中
に
曼

る
美
濃
国
五
箇
郷
に
つ
い
て
は
、
『
正
法
山
妙
心
禅
寺
記
』
(以
下

『妙
心
義

』
と
略
称
)
中
に
・
「
故
奉
號
萩
原

法
皇
、

又
重
遷
干
華
園
、
於
方
丈
後
起
玉
鳳
院
、
以
棲
息
。
於
是
将
美
濃
国
五
箇
荘
属
院
、
充
御
厨
也
。
」
の
記
事
を
見
る
の
み
に
て
こ

れ
に
関
す
る
花
園
上
皇
の
院
宣
は
遺

っ
て
い
な
い
。

さ

て
先
述
の
雲
山
宛
の
光
明
天
皇
の
論
旨

(寺
伝
)
が
、
康
暦
年
間
の
後
円
融
天
皇
の
論
旨
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
応
安

四
年

(
=
二
七

一
)

の
年
紀
を
有
す
る
次
の
萩
原
宮
令
旨
が
、
雲
山
宛
の
文
書
と
し
て
は
最
も
早
い
も
の
と
な
る
。

近
江
国
伊
香
庄
内
古
橋

郷

為
伊
賀
国
長
田
庄
替

所
被
寄
進
玉
鳳
院
也

可
被
存
知
者

萩
原
宮
令
旨

如
此

傍
執
達
如
件

応
安
四
年
十
月
三
日

(花
押
)

(9
)

雲
山
上
人
御
房

生
没
年
時
不
明
の
雲
山
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
世
寿
は
定
か
で
な
い
が
、
仮
り
に
大
燈

(宗
峰
妙
超
)
示
寂
の
頃
、
二
十

五
歳
位
と
す
れ

ぽ
、
こ
の
頃
六
十
代
前
後
の
年
齢
に
達
し
て
い
る
と
推
定
出
来
る
。
し
か
も
玉
鳳
院
塔
主
の
要
職
に
あ
る
。
後
に
妙
心
寺
三
世
の
職
に
就

く
無
因
が
、
こ
の
年
四
十
六
歳
で
授
翁
の
印
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無
因
よ
り
も
雲
山
の
方
が
遥
か
に
先
輩
で
あ
ろ

う
。そ

れ
よ
り
二
年
後
の
応
安
六
年

(
一
三
七
三
)
の
年
紀
を
有
す
る
、
雲
山
宛
の
後
光
厳
上
皇
の
院
宣
二
通
が
知
ら
れ
る

の
で
、
以
下
に
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列
記
し
て
み
よ
う
。

長
講
堂
領
但
馬
国

七
美
庄
上
方
内
友
真

包
弘
両
名
事

任
経
秀

寄
進
状
之
旨

微
笑
巷

相
伝
知
行
不
可
有
相
違
者

院
宣
如
此

傍
執
達
如
件

応
安
六
年
九
月
三
日

(
11
)

雲
山
上
人
御
房

(花
押
)

長
講
堂
領
但
馬
国

七
美
庄
上
方
内
萩
山

名
事

経
秀
重
寄
進

微
笑
巷
之
由

被
聞
食

了

相
伝
知
行
不
可
有

依
違
者

院
御
気
色
如
此

傍
執
達

如
件応
安
六
年
九
月
三
日

(花
押
)
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(12

)

雲
山
上
入
御
房

こ
の
頃
雲
山
が
微
笑
庵

(関
山
慧
玄
の
塔
所
)
の
塔
主
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
二
年
後
の
永
和
元
年

(
=
二
七

五
)

の
年
紀
を
有
す
る
、
雲
山
宛
の
後
円
融
天
皇
の
論
旨
が
知
ら
れ
る
。

豊
後
国
臼
杵
戸
次

両
庄
所
有
御
寄
附

玉
鳳
院
也

早
致
領
知

可
令
専
造
営
給
之
由

天
気
所
候
也

傍
執
達
如
件

永
和
元
年
七
月
五
日

右
少
弁

(花
押
)

(
13
)

雲
山
上
人
御
房

こ
の
頃
雲
山
は
再
び
玉
鳳
院
の
塔
主
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
14
)

と

こ
ろ
が
こ
れ
よ
り
三
年
後
の
、
永
和
四
年

(
二
二
七
八
)
三
月
廿
日
の
年
紀
を
有
す
る
後
円
融
天
皇
の
論
旨
が
あ
り
、
こ
れ
は
先
き

に
全
文
を
記
述
し
た
美
濃
国
五
箇
郷
の
替
と
し
て
、
和
泉
国
宮
里
保
を
玉
鳳
院
に
寄
附
す
る
と
い
う
も
の
で
、
宛
先
き
は
授
翁
上
人
禅
室

と
な

っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
授
翁
は
雲
山
に
替

っ
て
玉
鳳
院
の
塔
主
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
妙
心
寺
住
持
職

の
ま
ま
の
兼
務

で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
玉
鳳
院
を
退
い
た
雲
山
が
当
時
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
こ
の
論
旨
の

発
給

よ
り
二
年
後
の
康
暦
二
年

(
一
三
八
〇
)
三
月
廿
日

(『
妙
心
寺
文
書
』
O
で
は
こ
れ
を
康
永
年
間
の
も
の
と
見
な
し
、
光
明
院
の

(
15
)

論
旨

と
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。)
の
後
円
融
天
皇
の
論
旨

(美
濃
国
五
箇
荘
の
替
り
に
、
河
内
国
網
代
庄
を
玉
鳳
院
に
寄
進

す

る
と

い
う
内
容
)
は
雲
山
宛
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
の
玉
鳳
院
塔
主
は
授
翁
に
替

っ
て
雲
山
が
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
論

旨

の
発
給
か
ら
八
日
後
の
三
月
廿
八
日
、
妙
心
寺
二
世
の
授
翁
が
八
十
四
歳
で
示
寂
し
て
い
る
か
ら
、
三
月
廿
日
頃
は
既

に
授
翁
は
病
床
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に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。・
こ
の
よ
う
に
記
録
で
見
る
限
り
雲
山
は
、
玉
鳳
院
塔
主
を
三
度
、
微
笑
庵
塔
主
を

一
度
つ
と

め
て
お
り
、
し
か
も
授
翁
示
寂
以
後
、
そ
の
消
息
は
絶
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

(
16
)

授
翁
示
寂
の
翌
年
の
永
徳
元
年

(
=
二
八

一
)
、
無
因
が
妙
心
寺
の
第
三
世
と
し
て
住
山
す
る
。
五
十
六
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
以

後
無
因
の
妙
心
寺
住
山
の
時
代
が
続
く
の
で
あ
る
が
、
無
因
の
住
山
の
期
間
を
証
明
す
る
史
料
は
、
以
下
の
二
点
し
か
見
出
せ
な
い
。

一

っ
は
永
徳
三
年

(
}
三
八
三
)
の
年
紀
を
有
す
る
萩
原
宮

の
令
旨
で
あ
る
。

末
久
領
内
豊
前

国
宮
時
庄

所
被
寄

附
妙
心
禅
寺
也

殊

致
紹
隆
沙
汰

可
被
専

旧
院
御
菩
提
者

萩
原
宮
令
旨
如
此

傍

執
達
如
件

永
徳
参
年
正
月
十

一
日

右
衛
門
佐

(花
押
)

(
17
)

無
因
上
人
禅
室

も
う

一
っ
は
至
徳
二
年

(
=
二
八
五
)
の
年
紀
を
有
す
る
某
宮
の
令
旨
で
あ
る
。

紙
屋
川
小
田
事

両

方
相
論
之
支
讃

共
以

不
分
明
之
間

任
法
曹

勘
状
被
成
公
領
了
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而
為
花
薗
院
御

塔
頭
異
他
之
間

可
有

御
寄
附
妙
心
寺
候

為
永

代
之
寺
領

可
令
管
領

給
之
由

宮
御
消
息
所
候

也

傍
執
達
如
件

至
徳
二
年
正
月
廿
八
日

僧
正

(花
押
)

(
18
)

宗
因
上
人
御
房

至
徳

二
年
以
後
、
無
因
が
い
つ
ま
で
妙
心
寺
に
住
山
し
て
い
た
か
定
か
で
は
な
い
。

(
19
)

応
永
元
年

(
=
二
九
四
)
無
因
は
西
宮
に
海
清
寺
を
開
創
し
て
同
寺
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
先
き
、
外
護
者
で
あ
る
波

(
20
)

多
野
義
重
が
、
下
京
の
千
本
松
原
に
あ

っ
た
と
さ
れ
る
自
邸
内
に
退
蔵
院
を
設
け
、
無
因
を
特
請
し
て
同
院
住
持
と
し
て
い
る
。

こ
の
時

無
因
が
妙
心
寺
住
職
を
兼
ね
る
こ
と
な
く
退
蔵
院
に
住
し
て
お
れ
ぽ
、
無
因
の
妙
心
寺
退
山
は
、
応
永
初
年
を
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。

(21
)

『妙

心
寺
記
』
に
よ
る
と
、
妙
心
寺
第
六
世
と
さ
れ
る
拙
堂

は
、
応
永
の
初
年
妙
心
寺
に
住
山
し
て
い
る
か
ら
、
『妙

心
禅
寺
住
持
次

第
』

の
住
持
位
次
を
そ
の
ま
ま
信
ず
れ
ば
、
拙
堂
住
山
以
前

(即
ち
応
永
初
年
以
前
)
に
第
四
世
の
雲
山
と
、
第
五
世
の
明
江
の
二
師
が
、

相

つ
い
で
妙
心
寺
に
住
山
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
明
江
に
つ
い
て
は
後
章

に
論
ず
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
こ
で
は

問
題
を
雲
山
に
の
み
し
ぼ

っ
て
み
る
。
先
述
の
如
く
雲
山
の
史
料
は
、
無
因
の
妙
心
寺
住
山
以
前
に
集
中
し
、
無
因
の
住
山
中
も
住
山
以

後
に
も
全
く
見
ら
れ
ず
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
雲
山
が
無
因
の
後
に
妙
心
寺
に
住
山
し
た
と
い
う
明
徴
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
雪
江

(授
翁
)

(鎗
)

は
、
『
妙
心
寺
記
』
の
中
で
、
「禅
師
下
有
雲
山
義

・
無
因
因

・
拙
堂
朴
。
接
武
住
本
山
」
と
記
し
、
妙
心
寺
第
三
世
の
無
因
よ
り
、
雲
山
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が
先
き
に
妙
心
寺
に
住
し
た
か
の
よ
う
な
文
章
を
遺
し
て
い
る
。

る
を
得
な
い
。拙

堂
に
つ
い
て

雲
山
と
無
因
の
妙
心
寺
住
持
位
次
の
先
後
は
、
極
め
て
微
妙
と
い
わ
ざ

妙
心
寺
第
五
世
と
さ
れ
る
拙
堂
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
応
永
の
初
年
に
妙
心
寺
住
持
と
な

っ
て
い
る
が
、
『
六
祖
伝
』
の
授
翁

の
章
に
、

授
翁

の
法
嗣
と
あ
る
の
み
で
、
雲
山
同
様
出
自
も
生
没
も
不
明
の
人
で
あ
る
。

応
永
六
年

(
一
三
九
九
)
冬
、
大
内
義
弘
が
和
泉
堺
に
拠

っ
て
所
謂
応
永
の
乱
を
起
し
、
足
利
義
満
の
幕
府
軍
と
戦

っ
た
時
、
『
妙
心

蔑
講
』
に
よ
れ
ば
、
以
前
よ
り
大
内
氏
と
師
檀
関
係
に
在

っ
た
拙
堂
は
、
義
弘
の
軍
に
荷
担
し
て
幕
府
軍
に
馳
突
し
た
と
さ
れ
る
。
幕
府

軍

の
勝
利
の
後
、
将
軍
義
満
は
拙
堂
を
憎
み
、
妙
心
寺
の
寺
産

・
寺
領
を
押
収
し
、
そ
の
悉
く
を
青
蓮
院
に
与
え
た
。
応
永
七
年
の
こ
と

で
あ
査

当
時
青
蓮
院
門
主
は
尊
道
法
親
王
で
臥
照

法
親
王
は
後
伏
見
天
皇
の
皇
子
で
・
花
園
法
皇
の
甥
に
当

っ
た
.
義
満
は
拙
堂
を

憎

む
余
り
、
妙
心
寺
を
潰
し
て
寺
産
寺
領
を
押
領
し
た
が
、
妙
心
寺
の
開
基
た
る
花
園
法
皇
の
因
縁
を
重
じ
、
法
皇
の
縁
者
た
る
尊
道
法

親

王
に
、
妙
心
寺
の
寺
領
を
与
え
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

潰
滅
さ
れ
た
妙
心
寺
に
属
す
る
関
山
派
の
法
孫
ら
は
、
五
山
の
中
の
法
系
的
近
親
関
係
に
あ
る
大
応
派
に
属
す
る
、
南
禅
寺
の
正
眼
院

や
建
仁
寺
の
天
潤
庵
に
移

っ
た
り
、
地
方
に
散
在
す
る
関
山
派
の
末
寺
寺
院
に
分
散
し
、

こ
こ
に
三
十
年
以
上
に
及
ぶ
妙
心
寺
中
絶
時
代

が
始

ま
る
こ
と
に
な
る
。

応
永
十
年

(
一
四
〇
三
)、
青
蓮
院
尊
道
法
親
王
が
示
寂
し
、
将
軍
義
満
の
息

・
義
円

(後
の
六
代
将
軍
義
教
)
が
同
院
門
主
と
な

っ

た
。
こ
の
時
義
円
の
意
志
か
義
満
の
意
志
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
三
年
前
に
青
蓮
院
に
与
え
ら
れ
た
妙
心
寺
領
が
、
七
箇
所
に
分
け
て

(
%
)

(%
)

『
妙
心
寺
史
』
で
は
廷
用
が
以
後
妙
心
寺
を
龍
雲
寺
と
改
め
、
南
禅
寺

龍
雲
寺
の
廷
用
宗
器

(将
軍
義
満
の
弟
)
に
分
付
さ
れ
て
い
る
。



(
勿
)

塔
頭
徳
雲
院

(廷
用
の
自
坊
)
の
末
寺
と
な
し
た
と
し
て
、
妙
心
寺
の
中
絶
時
代
を
龍
雲
寺
時
代
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
既
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
龍
雲
寺
は
以
前
か
ら
花
園
に
あ

っ
た
寺
で
、
た
ま
た
ま
廷
用
が
住
持
し
て
お
り
、
そ
の
寺
に
妙
心
寺
の
寺
領
が
分

　

　

　

　

　

　

　

　

与
さ
れ

た
の
で
あ

っ
て
、
妙
心
寺
が
寺
号
を
龍
雲
寺
と
改
め
た
の
で
は
な
い
。
『妙
心
寺
記
』
が
、
妙
心
寺
領
を
龍
雲
寺

の
廷
用
宗
器
に

(
銘
)

ご

分
与
せ
し
め
た
と
記
す
る
所
以
で
あ
り
、
ま
た
後
年
嘉
吉
年
中

(
一
四
四

一
-

四
)、
、公
命
に
よ
っ
て
も
と
の
妙
心
寺
領

の
江
州
黒
田
古

・

、

、

・

(
四

)

橋
石
作
郷
並
び
に
網
代
庄
が
妙
心
寺

に
還
附
さ
れ
た
の
に
、
幾
日
も
無
く
し
て
龍
雲
の
た
め
に
豪
奪
せ
ら
る
、
と
い
う
記
述
の
如
き
は
、

(
鉛
)

龍
雲
寺
と
妙
心
寺
が
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
。
な
お

『妙
心
寺
史
』
は
、
応
永
の
乱
後
、

拙
堂
が
青
蓮
院

に
幽
せ
ら
る
こ
と
三
年
、
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
拠
る
と
こ
ろ
の
史
料
も
不
明
で
あ
る
し
、
そ
の
後
の
拙
堂
の
消
息
も
伝
え
て
い
な
い
。

明
江
叡
西
堂
に
つ
い
て
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『妙

心
寺
記
』
に
よ
る
と
、
妙
心
寺
の
中
絶
時
代

は
、
応
永
七
年

(
一
四
〇
〇
)
よ
り
永
享
初
年

(元
年
は

一
四
二
九
)
ま
で
続
い
て

(
31
)

お
り
、
当
時
も
ま
だ

「尚
被
他
門
領
不
安
僧
衆
」
の
状
態
で
あ
り
、
妙
心
寺
の
跡
に
は

「
唯
微
笑
祖
塔
舞
然
存
焉
耳
」
で
あ

っ
た
。

(
32
)

永
享
四
年

(
一
四
三
二
)、
南
禅
寺
徳
雲
院
の
廷
用
は
、
同
じ
く
南
禅
寺
の
宗
利
西
堂
を
呼
ん
で
、
「華
園
妙
心
寺
者
、
爾
祖
師
遺
　
也
。

(
33
)

年
来
以
鈎
命
賜
我
。
我
今
当
還
之
西
堂
。
宜
報
同
門
諸
老
、
収
拾
合
浦
珠
可
也
」
と
伝
え
、
微
笑
庵
の
敷
地
を
宗
利
西
堂

に
譲
る
こ
と
に

な

っ
た
。
こ
の
時
宗
利
西
堂
が
徳
雲
院

(廷
用
)
に
提
出
し
た
、
左
の
如
き
契
約
書
が

『妙
心
寺
史
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

請
取
申
花
園
妙
心
寺
内
微
笑
庵
敷
地
之
事

東
限
河
西
限
大
道

四
至

南
限
大
道
北
限
堀
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右
彼
微
笑
庵
依
為
関
山
和
尚
入
塘
之
地
令

致
懇
望
是
故
渡
給
条

折
慰
無
量
者
也

然
問
縦
錐
本
文
書
等
在
何
処
号
巷
主

此
敷
地
之
外
於
寺
領
等
不
可
訴
訟

傍
為
末
代
契
約
状
如
件

奎

四
年
荘
三
月
二
古

宗
利

(花
押
)

蟹
薩

契
約

の
内
容
は
、
譲
与
す
る
の
は
微
笑
庵
の
敷
地
の
み
で
、
こ
の
敷
地
の
外
の
寺
領
に
関
し
て
は
訴
訟
す
べ
か
ら
ず
、
と
い
う
厳
し
い
内

容

の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
頃
よ
う
や
く
に
し
て
妙
心
寺
復
興
の
気
運
が
繭
し
始
め
た
と
い
・兄
る
。
宗
利
西
堂
は
洛

外

に
散
在
す
る
関
山
派
の
諸
老
宿
を
集
め
て
、
妙
心
寺
復
興
の
こ
と
を
容
り
、
そ
の
結
果
、
尾
張
の
瑞
泉
寺

の
日
峰
宗
舜

(無
因
の
法

(瑞
泉
寺
)

嗣
)
を
招
い
て
、
妙
心
寺
の
復
興
を
そ
の
手
に
委
ね
る
こ
と
に
な
る
。
『妙
心
寺
記
』
が
、
「方
今
日
峰
和
尚
旺
化
青
龍
山
。
人
天
故
帰
敬

(妙
心
寺
)(35
)

也
。
中
興
主
盟
非
這
老
而
誰
歎
。
日
、
可
轍
遣
専
使
起
禅
師
於
尾
之
瑞
泉
住
持
本
寺
。
」
と
述
べ
、
『
六
祖
伝
』
の
日
峰

の
章
で

「
門
中
諸

老
相
議
嚢

新
住
掩

駆

焦
華

」
と
説
く
よ
う
に
・
・」
の
時
日
峰

は
妙
心
寺
の
奮

職
と
し
て
、
尾
張
瑞
泉
寺
か
ら
上
洛
し
て
、
妙

心
寺

再
興
の
任
に
就
く
の
で
あ
る
。
先
述
の
微
笑
庵
の
敷
地
の
譲
状
の
年
紀
か
ら
判
じ
て
、
そ
れ
は
永
享
四
年
三
月
以
降
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
か
く
し
て
応
永
七
年

(
一
四
〇
〇
)
拙
堂
住
持
の
時
、
将
軍
義
満
の
怒
り
に
ょ

っ
て
潰
滅
さ
せ
ら
れ
た
妙
心
寺

は
、
三
十
二
年
後

の
永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
頃
、
日
峰
の
手
に
よ
っ
て
復
興
の
緒
に
就
く
。
『妙
心
寺
住
持
次
第
』
に
記
す
如
く
、
妙
心
寺
の
住
持
の
位

次

は
、
拙
堂
の
後
に

(三
十
二
年
の
空
白
期
間
を
経
て
で
は
あ
る
が
)
日
峰
宗
舜
が
継
承
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の

後
、
文
安
四
年

(
一
四
四
七
)
八
月
二
十
二
日
、
勅
を
奉
じ
て
大
徳
寺
に
入
寺
す
る
ま
で
の
十
五
年
間
を
、
日
峰
は
妙
心
寺
の
住
職
と
し

て
同
門
の
衆
僧
を
統
括
し
、
只
管
祖
塔
の
復
興
に
つ
と
め
て
行
く
の
で
あ
り
、
諸
種
の
妙
心
寺
史
も
等
し
く

こ
の
説
を
踏
襲
す
る
が
、
し
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か
し
こ
れ
に
疑
義
を
挟
む
史
料
が
、
後
崇
光
院
貞
成
親
王
の

『看
聞
御
記
』

の
中

に
見
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
つ
と
に
玉
村

(
田
)

竹
二
氏
が
、
「初
期
妙
心
寺
史
の
二

・
三
の
疑
点
」
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
妙
心
寺
第
五
世
明
江
叡
西
堂
に
つ
い
て
の
史
料
で
あ
る
。

明
江
は
北
朝
崇
光
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
、
甥
に
当
る
貞
成
親
王
を
通
じ
、
自
己
の
身
上
、
或
は
進
路
に
つ
い
て
、
し
ば

し
ば
公
武
の
要

路
に
訴
え
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
玉
村
氏

の
論
文
を
参
照
し
つ
つ
、
明
江
の
動
静
を

『
看
聞
御
記
』
に
ょ

っ
て
要
略
す
れ
ば
、
以
下
の
如

く
に
な
ろ
う
。

明
江
は
も
と
は
関
山
派
に
属
し
た
僧
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
応
永
七
年
の
妙
心
寺
取
潰
し
事
件
に
よ

っ
て
所
居

の
場
を
失
い
、
法

系
的

に
関
山
派
と
近
親
関
係
に
あ

っ
た
大
応
派
の
、
南
禅
寺
塔
頭
正
眼
院
の
徒
と
な
り
、
五
山
派
に
籍
を
掛
け
る
こ
と

に
な
る
。
応
永
十

三
年

(
一
四
〇
六
)
頃
周
防
に
下
向
し
、
関
山
派
と
縁
由
の
深
い
大
内
氏
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の
地
の
法
泉
寺
に
入
寺
、
以
後
同
寺
住
持
と

し
て
周
防
住
い
が
三
十
余
年
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
、
二

・
三
度
上
洛
し
て
い
る
が
、
嘉
吉
元
年

(
一
四
四

一
)
四
月
の
上
洛

の
節

に
は
、
官
寺
五
山

へ
の
出
世
を
遂
げ
よ
う
と
貞
成
親
王
を
通
じ
て
種
々
の
画
策
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
江
が
、
五
山
官

寺

へ
の
出
世
の
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
乗
払
の
儀
を
経
て
い
な
い
た
め
に
、
五
山
の
住
持
に
任
命
さ
れ
る
資
格

の
な
い
こ
と
が
わ

か
ゐ

と
、
次
に
は
五
山
と
同
格
の
栄
誉
を
持

っ
妙
心
寺
住
持

へ
の
就
任
を
は
か
る
。
『看
聞
御
記
』
は
嘉
吉
元
年

(
一
四
四

一
)
六
月
末

よ
り
、
嘉
吉
三
年
正
月
ま
で
の

一
年
半
の
記
録
を
欠
い
て
い
る
が
、
記
事
の
再
現
さ
れ
た
嘉
吉
三
年
正
月
の
八
日
の
条

に

八
日

雪
降

(中
略
)
妙
心
寺
叡
西
堂
入
来

有
盃
酌

暫
閑
談

(下
略
)

と
あ
り
、
そ
れ

(嘉
吉
元
年
)
ま
で
周
防
法
泉
寺
方
丈
の
名
で
出
て
い
た
叡
蔵
主
が
、
突
如
妙
心
寺
の
名
で
出
て
来
る

こ
と
に
よ

っ
て
、

『看
聞
御
記
』
の
記
事
の
欠
落
し
て
い
る

一
年
半
の
う
ち
の
何
時
か
に
、
妙
心
寺
住
持

(
し
か
も
西
堂
位
に
昇
格
し
て
)
に
就
任
し
た
こ

と
を
知

り
得
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の

『
看
聞
御
記
』
の
欠
落
の
部
分
を
補
う
史
料
と
し
て
、
『伏
見
宮
御
記
録
』
の

「
元
二
十
五
」
冊

(
認
)

に
収

め
る
、
以
下
の
如
き
貞
成
親
王
の
御
消
息
の
写
し
の
あ
る
こ
と
を
、
玉
村
竹

二
氏
の

「初
期
妙
心
寺
史
研
究
補
遺
」

に
よ

っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
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一
妙
心
寺
事
、
花
園
院
御
置
文
厳
重
之
間
、

之
間
、
如
此
令
申
候
、
非
方
之
人
自
専
、

嘉
吉
二十

月
廿
六
日

進
之
候

(寺
)

尤
可
有
御
管
領
事
候
、
日
峰
大
徳
院
入
院
候
者
、
急
可
有
御
住
候
、

無
其
謂
候
歎
、
早
々
御
入
院
、
可
然
存
候
也
、

恐
々
敬
白
、

道
欽

萩
原
殿
御
遺
跡
管
領

宛
書

は
な
い
が
、
文
書
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
明
江
の
妙
心
寺
入
院
に
関
す
る
消
息
で
あ
り
、
明
江
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
推
察

し
て
い
い
。
道
欽
は
貞
成
親
王
の
法
号
で
あ
る
。
文
書
の
大
意
に
つ
い
て
玉
村
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「妙
心
寺
は
花
園
法
皇
の
御
置
文
が
あ

っ
て
、
関
山
慧
玄

一
流
相
承
の
こ
と
を
厳
重
に
言
ひ
置
か
れ
た
御
遺
旨
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
血

統
に
連
な
り
、
且
つ
関
山
の
法
系
を
う
け
た
明
江
和
尚
、
あ
な
た
が
御
管
領
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
幸
ひ
現
住
日
峰
は
大
徳
寺
に
入
院
し
て
、

住
持

の
席
が
虚
し
く
な
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
ら
、
急
ぎ
御
入
住
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
花
園
院
皇
子
萩
原
宮
直
仁
親
王
の
御
遺
跡

は
、
私

(貞
成
親
王
)
が
管
領
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
花
園
院
の
御
遺
旨
に
つ
い
て
発
言
権
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
に
御

催
促
申
上
げ
る
次
第
で
す
。
筋
違
い
の
人

(非
方
の
人
)
が
妙
心
寺
に
対
し
て
、
自
専
な
振
舞
を
す
る
の
は
、
甚
だ
道
理
の
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
故
、

一
刻
も
早
く
、
当
然
の
理
運
の
人
で
あ
る
あ
な
た
が
、
同
寺

へ
御
入
院
な
さ
る
の
が
然
る
べ
き
だ
と
存
じ
ま

函以
上
こ
の
書
状
よ
っ
て
判
明
す
る
よ
う
に
、
妙
心
寺
現
住
の
臼
峰
は
、
こ
の
頃
大
徳
寺

へ
入
院
す
る
手
筈
に
な
っ
て
お
り
、
や
が
て
妙

心
寺
住
持
の
席
が
空
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
貞
成
親
王
は
、
か
ね
て
妙
心
寺
の
住
持
職
を
望
ん
で
い
た
明
江
に
対
し

て
、
早
々
に
入
院
す
べ
き
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
玉
村
氏
の
説
明
に
よ
れ
ぽ
、
こ
こ
に
い
う

「
非
方
之
人
」
は
、
日
峰
宗
舜

一
派

の
こ
と
と
さ
れ
、
現
在
日
峰
派

(即
ち
妙
心
寺
教
団
)
に
妙
心
寺
が
独
占
さ
れ
て
い
る
の
を
、
こ
の
機
会
に
崇
光
院

一
流
の
皇
族
出
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(
ω
)

身
者

の
手
に
戻
そ
う
と
す
る
意
図
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
書
状
に
よ

っ
て
、
明
江
の
妙
心
寺
入
院
の
時

期
は
、
嘉
吉
二
年
十
月
二
十
六
日
よ
り
翌
嘉
吉
三
年
正
月
八
日
ま
で
の
、
僅
か
二
ヵ
月
余
の
期
間
の
中
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

明
江
の
妙
心
寺
に
住
し
た
と
い
う
記
録
は
、
日
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
妙
心
寺
側
に
も
あ
っ
て
、
日
峰
の
法
孫
に
当

る
雪
江
宗
深
の
著

し
た

『妙
心
寺
記
』
の
中
に
、
「
後
来
皇
親
宗
室
拝
塔
出
家
両
三
輩
、
明
江
叡
和
尚
以
皇
子
故
、
曽
住
持
本
山
、
非
嗣
法
而
住
薙
山
者
、

古
来
唯
明
江

蕉

融
」
と
早

養

雪
江
に
よ
れ
ぽ
・
関
山
派
の
法
を
嗣
が
ず
し
て
妙
心
寺
に
住
山
し
た
の
は
、
古
来
唯
明
江

一
代
の
み

で
あ

る
と
し
て
、
む
し
ろ
明
江
の
方
を
非
方

の
人
と
見
傲
し
て
い
る
。
『妙
心
寺
史
』
は
こ
の
辺
の
消
息
を
説
明
し
て
、
「所
謂
拝
塔
し
て

出
家

す
る
も
の
両
三
輩
と
は
、
即
ち
皇
統
御
系
図
の
如
く
、
崇
光
院
の
皇
子
宗
門
に
入
る
者
は
、
阿
栄
、
周
乾
の
両
皇

子
と
季
子
の
明
江

(
42
)

を
言

っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
左

の
如
き
系
図
を
図
示
し
て
い
る
。

　　
　
　
　
　

後
伏
見

貞
成
親
王

後
花
園

晶
後「藻
光 光

rr『.
阿
栄

周
乾
明
江
叡

し
か
し
こ
の

『妙
心
寺
史
』
の
説
明
と
系
図
は
、

一
部
を
誤

っ
て
お
り
、
周
乾
は
貞
成
親
王
の
異
母
弟
で
あ
り
、
明
江
西
堂
の
甥
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
栄
と
明
江
は
共
に
三
条
局
所
生
の
兄
弟
で
あ
り
、
伏
見
宮
栄
仁
親
王
の
異
母
弟
に
当
る
。
阿
栄
は
南
禅
寺
慈
聖
院

の
徒

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
住
山
の
寺
な
ど
は
不
明
。
周
乾
は
父
に
当
る
栄
仁
親
王
の
菩
提
を
弔
う
大
通
院

(伏
見
大
光
明
寺
塔
頭
)

の
開
基
と
な
り
、
永
享
三
年

(
一
四
三

一
)
五
十
六
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。

問
題
を
も
う

一
度
も
と
に
戻
し
て
み
よ
う
。
貞
成
親
王
の
叔
父
に
当
る
明
江
は
、
か
ね
て
妙
心
寺
住
持
の
職
を
望
ん
で
お
り
、
日
峰
の

大
徳
寺
入
院
の
こ
と
が
機
縁
と
な

っ
て
、
嘉
吉
二
年
十
月
二
十
六
日
よ
り
翌
嘉
吉
三
年
正
月
八
日
ま
で
の
間
に
、
遂

に
妙
心
寺
に
住
山
す
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る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
明
江
の
嘉
吉
二
年
十
月
二
十
六
日
以
降
の
妙
心
寺
住
山
が
、
動
か
せ
な
い
事
実

で
あ
る
と
す
れ
ば
、

明
江

の
妙
心
寺
住
持
の
位
次
は
、
従
来
の
寺
伝
の
位
次
よ
り
は
大
い
に
異
る
こ
と
に
な
る
。
寺
伝
で
は
五
世
明
江
、
六
世
拙
堂
、
七
世
日

峰
の
順
で
あ
る
が
、
実
際
の
位
次
は
、
五
世
拙
堂
、
六
世
日
峰
、
七
世
明
江
の
順
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
嘉
吉
年

間

に
起

こ
っ
た
日
峰
の
大
徳
寺
入
院
の
問
題
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
後
述
に
委
す
こ
と
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
明
江

の
妙
心
寺
入
寺
以
後
の
動
静
を
、
『看
聞
御
記
』
で
追

っ
て
み
よ
う
。

嘉
吉
三
年

正
月
十
七
日
、
晴
、
妙
心
寺
入
来
、
御
宮
笥
有
盃
酌
、
宰
相
入
道
、
源
三
位
、
隆
富
朝
臣
、

(
後
略
)

一
条
東
洞
院
の
貞
成
親
王
の
邸
で
、
碁
を
打

っ
て
い
る
西
堂
は
、
明
江
叡
西
堂
で
あ
ろ
う
。

持
経
朝
臣
、
経
秀
候
、
竹
園
、
西
堂
打
碁
、

二
月
廿
八
日
、
晴
、
妙
心
寺
入
来
、
世
之
物
念
無
心
元
之
由
奉
、
柳
勧
盃
、
(後
略
)

三
月

一
日
、
雨
降
、
毎
事
幸
甚

々
々
、
祝
着
如
例

(中
略
)
就
法
泉
寺
領
事
大
内
方

へ
奉
書
を
可
被
下
之
由
、
自
妙
心
寺
奉
之
間
、
錐

未
申
通
重
賢
朝
臣
奉
書
遣
之
、
屋
代
嶋
安
下
庄
公
文
名
を
大
内
借
用
申
、
如
元
寺
家

へ
可
返
渡
之
由
被
仰
、
(後
略
)

明
江
の
自
坊
で
あ
る
周
防
の
法
泉
寺
領

(屋
代
嶋
安
下
庄
)
が
大
内
氏
と
揉
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
取
計
ら
い
を
、
貞
成
親
王
に
依

頼

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
重
賢
は
庭
田
氏
、
伏
見
宮
家
の
家
司
で
あ
る
。

五
月
廿
六
日
、
日
影
柳
出
現
、
但
陰
気
未
晴
、

(中
略
)
抑
室
町
殿
干
魚
百
進
之
、
大
方
殿
五
十
進
、
三
条
按
察

、
伝
奏
等
如
例
遣
之
、



昆
布
、
禁
裏
瑞
春
院
百
、
真
乗
寺
、
岡
殿
進
之
如
例
、
妙
心
寺
初
て
進
之
、
(後
略
)

妙
心
寺

へ
初
め
て
昆
布
を
進
め
た
様
子
が
伺
え
る
。
明
江
西
堂
入
寺
の
こ
と
に
依

っ
て
、

で
あ
る
な
ら
ば
、
明
江
の
妙
心
寺
入
寺
の
時
期
は
、
嘉
吉
二
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
、
初
め
て
妙
心
寺
に
昆
布
を
進
め
た
と
い
う
こ
と

こ
こ
で
も
証
明
さ
れ
る
。

七
月
四
日
、
晴
、
(中
略
)
妙
心
寺
入
来
、
鰭
御
帰
、
(後
略
)

七
月
十
三
日
、
晴
、
(中
略
)
瑞
春
院
、
南
御
方

へ
江
菰
五
十
籠
被
進
、
妙
心
寺
、
鳴
瀧
殿
、
五
色
十
籠
、
各
進
之
、

八
月
三
日
、
晴
、
(中
略
)
妙
心
寺

へ
造
花
台
梅
進
之
、
(後
略
)

九
月
三
日
、
雨
降
、
(中
略
)
妙
心
寺
入
来
、
明
旦
等
持
寺

へ
被
請
、
念
可
罷
出
之
間
、
今
夜
是

二
可
留
之
由
、
心
静
雑
談
碁
打
、
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九
月
四
日
、
雨
降
、
妙
心
寺
早
旦
被
帰
、

(後
略
)

(
こ
の
月
の
二
十
三
日
、
南
朝
の
皇
族
尊
秀
王
並
に
遺
臣
の
日
野
有
光
ら
が
清
涼
殿

へ
乱
入
し
、
神
璽

・
宝
劒
を
奪

っ
て
放
火
し
た
た
め
、

後
花
園
天
皇
は
貞
成
親
王
の

一
条
東
洞
院
邸
に
移
り
、
こ
こ
を
仮
御
所
と
さ
れ
た
。
以
後
貞
成
親
王
は
、
御
所
内
で
天
皇

と
同
居
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
状
態
は
同
年
十
二
月
二
十
九
日
、
貞
成
親
王
が
御
所
を
天
皇
の
た
め
に
明
け
渡
し
て
、
土
御
門
高
倉
の
三
条
実
量
邸
に

移
る
ま
で
続
く
)

十

一
月
廿
七
日
、
晴

(中
略
)
妙
心
寺
入
来
、
寺
領
沙
汰
事
、
伝
奏

二
令
申
云
々
、
臆
御
帰
、
(後
略
)
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こ
こ
に
出

て
く
る
寺
領
は
、
妙
心
寺
の
寺
領
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
し
ば
し
ば
貞
成
親
王
の
も
と
に
到
り
、
寺
領
復

旧
に
奔
走
す
る
明
江

西
堂
の
姿
が
伺
わ
れ
る
。

十
二
月
三
日
、
晴
、
(中
略
)
妙
心
寺
入
来
、
寺
領
沙
汰
事
奉
、
(後
略
)

十
二
月
五
日
、
早
旦
妙
心
寺
入
来
、
就
御
沙
汰
事
有
承
旨
、
(
後
略
)

十
二
月
六
日
、
晴
、
(中
略
)
妙
心
寺
領
沙
汰
事
、
管
領
御
催
促
、
遊
座

二
以
御
使
可
被
仰
之
由
、
御
僧
御
所
頻
奉
之
間
、
隆
富
朝
臣

為
使
遊
座
許

へ
遣
、
留
守
云
々
、
此
事
最
初
自
内
裏
以
伝
奏
被
仰
出
之
問
、
此
間
伝
奏

二
可
立
使
之
由
錐
被
仰
、

不
承
引
申
之
間
、
自

是
令
催
促
、
管
領
内
者

二
被
仰
定
云
々
、
晩
御
僧
御
所
入
来
、
隆
富
朝
臣
今

一
度
可
罷
出
之
由
被
仰
、
錐
故
障
申

固
被
仰
、
今
夜
御
逗

留
、
文
字
書
囲
碁
等
有
御
遊
、

隆
富
朝
臣
は
伏
見
宮
の
家
司
た
る
四
条
隆
富
で
あ
り
、
遊
座
は
管
領
畠
山
家
の
執
事
の
遊
佐
氏
で
あ
ろ
う
。

十
二
月
七
日
、
晴
、
早
旦
隆
富
朝
臣
遊
座
許

へ
罷
向
、
対
面
、
念
可
披
露
不
可
有
等
閑
之
由
申
、
御
使
被
下
恐
畏
入
之
由
申
云
々
、
妙

心
寺
悦
喜
被
帰
、
(
後
略
)

十
二
月
十
七
日
、
晴
、
(中
略
)
妙
心
寺
入
来
、
歳
暮
御
礼
也
、
御
沙
汰
事
、
遊
座
管
領
耳

ニ
ハ
入
云
々
、
(
後
略
)

十
二
月
十
九
日
、
晴
、
(中
略
)
妙
心
寺
入
来
、
管
領

へ
可
有
御
出
之
由
承
、
近
日
之
儀
可
然
之
由
申
、
(後
略
)



後
花
園
の
内
裏
や
、
管
領
畠
山
家
を
通
し
て
の
明
江
の
寺
領
復
旧
の
動
き
が
伺
わ
れ
る
し
、
ま
た

「妙
心
寺
悦
喜
被
帰
」
と
い
う
よ
う

　

　

な
記
述
を
見
れ
ば
、
明
江
の
運
動
も
あ
る
程
度
功
を
奏
し
た
か
に
思
わ
れ
る
。
『妙
心
寺
記
』
の
中
に
見
え
る

「
後
華
園
院
嘉
吉
中
、

適

々
有
公
愈

以
江
州
黒
田
古
磐

作
郷
・
泊
網
代
庄
・
見
還
附
輪

」
と
い
う
記
述
な
ど
は
・
そ
の
具
体
的
な
成
果

の
現
わ
れ
と
思

(胆
)

わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
江
州
黒
田
古
橋
石
作
郷
や
、
網
代
庄

の
寺
領
な
ど
は
、
「無
幾
日
復
為
龍
雲
被
豪
奪
」
と
あ

る
よ
う
に
、
妙

心
寺
領
復
旧
の
前
途
は
、
ま
だ
ま
だ
多
難
に
思
わ
れ
た
。
当
時
の
そ
の
よ
う
な
妙
心
寺
の
寺
領
の
状
態
を
示
す
嘉
吉

二
年
十

一
月
八
日

の
年
紀
を
有
す
る

「
妙
心
寺
藷

騰

霧

国
散
在
庄
園
目
録
湊

『妙
心
寺
文
書
』
⑳
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介

し

て
お

こ
う
。

目
録

中

の
各

文
書

の
頭

に
付

し

た

ア

ル

フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
記

号

は
、

説

明

の

た

め

に
仮

り

に
筆

者

の
付

し

た
も

の

で
あ

る
。

妙
心
寺
姦

騰

領
諸
国
散
窪

園
目
録

合
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① ⑪ ◎ ㊦ ⑤ ⑪ ◎ ⑧ ④

通 通 通・通 通 通 通 通 巻
、 、 、 、 、 、 、 、 、

貞
和
二
年
七
月
廿
二
日

萩
原
上
皇
勅
書

応
永
五
年
十
月
廿
五
日

鹿
苑
院
殿
御
判

暦
応
五
年
正
月
廿
九
日

花
園
院
寄
附
院
宣

康
永
四
年
二
月
十
三
日

河
内
国
下
仁
和
寺
庄
号
守
口
地
頭
職
寄
附
院
宣

御
料
所

貞
治
三
年
二
月
廿
三
日

但
馬
国
七
美
庄
半
分
下
方
寄
附
院
宣

龍
雲
寺
当
知
行

貞
治
五
年
五
月
廿

一
日

近
江
国
伊
香
庄
内
黒
田
郷
寄
附
令
旨

同
知
行

応
安
四
年
七
月
廿
日

摂
津
国
有
馬
郡
仲
庄
内
野
上
村
寄
附
状

同
知
行

応
安
四
年
十
月
三
日

近
江
国
伊
香
庄
内
古
橋
郷
寄
附
令
旨

同
知
行

応
安
六
年
九
月
三
日

但
馬
国
七
美
庄
上
方
内
内
友
真
包
弘
両
名
寄
附
院
宣

向
知
行
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①

一
通
、
応
安
六
年
九
月
三
日

但
馬
国
七
美
庄
上
方
内
萩
山
名
寄
附
院
宣

同
知
行

⑳

一
通
、
永
徳
三
年
正
月
十

一
日

豊
前
国
宮
時
庄
寄
附
令
旨

不
知
当
知
行

①

一
通
、
永
和
元
年
七
月
五
日

豊
後
国
臼
杵
戸
次
両
庄
寄
附
論
旨

不
知
当
知
行

⑭

一
通
、
永
和
四
年
三
月
廿
日

和
泉
国
宮
里
保
寄
附
論
旨

春
日
社
当
知
行

⑪

一
通
、
康
暦
二
年
三
月
廿
日

河
内
国
網
代
庄
寄
附
論
旨

龍
雲
寺
当
知
行

已
上
拾
四
通

右
所
亦
者
皆
以
妙
心
寺
之
本
領
也
、
近
年
太
略
龍
雲
寺
知
行
之

嘉
吉
二
年
±

月
八
日

微
咲
庵
主
宗
燦

(花
(獅
)

以
上
の
庄
園
目
録
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
⑥
文
書

(貞
治
三
年
二
月
寄
附
さ
れ
た
但
馬
国
七
美
庄
半
分
下
方
)
以
下
の
所
属
の
庄
園
の

殆
ど
が
、
龍
雲
寺
の
知
行
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(咲
)

な
お
微
笑
庵
主
宗
燦
の
手
に
よ

っ
て
こ
の
目
録
が
作
成
さ
れ
た
時
期
を
考
え
る
な
ら
ぽ
、
こ
の
目
録
は
正
に
明
江
の
妙
心
寺
入
寺
に

備

え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
言

っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
寺
領
庄
園
の
殆
ん
ど
が
、
花
園
法
皇
や
そ
の
あ
と
を
嗣
い
だ

萩
原
宮

(法
皇
の
皇
子
直
仁
親
王
の
没
後
、
伏
見
宮
家
の
監
理
と
な
る
)
を
は
じ
め
、
そ
の

一
統
の
光
明
院
、
後
光
厳
院
、
後
円
融
院

の
寄
進

(註
(45
)を
参
照
)
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
伏
見
宮
家
出
身
の
明
江
西
堂
の
妙
心
寺
領
復
旧
の
主
張
に
は
、
強

い
正
当
性
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
尾
張
の
瑞
泉
寺
か
ら
日
峰
を
新
住
職
に
招
請
し
、
長
年
中
絶
し
て
い
た
妙
心
寺
の
再
興

に
つ
と
め
て
い
た

妙
心
寺
教
団
が
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
嘉
吉
二
年

(
一
四
四
二
)
、
花
園
法
皇
ゆ
か
り
の
伏
見
宮
家
出
身
と
は
い
え
、
関
山
派
法
系
の

法
嗣
で
も
な
い
明
江

(『妙
心
寺
記
』
の
中
の
雪
江
の
証
言
)
を
伏
見
宮
家
の
要
請
に
よ

っ
て
妙
心
寺
住
持
の
職
に
据
え
な
け
れ
ば
な



ら

な

か

っ
た

の

は
、

こ

の

よ
う

な
理

由

に

よ

っ
た

の

で
あ

ろ

う

か
。

73初 期妙心寺の世代とその住持位次

日
峰
の
こ
と
に
移
ろ
う
。
従
来
日
峰
は
文
安
四
年

(
一
四
四
七
)
の
八
月
、
後
花
園
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
大
徳
寺

へ
入
院
し
た
と
さ

れ

る
の
で
あ
る
が
、
先
き
に

『伏
見
宮
家
御
記
録
』
に
収
め
る
嘉
吉
二
年
十
月
二
十
六
日
の
貞
成
親
王
の
消
息
の
写
し

に
よ

っ
て
、
既

に
そ
の
頃
、
日
峰
に
大
徳
寺
入
院
の
気
運
の
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
明
江
の
妙
心
寺
入
院
は
、

こ
の
日
峰
の
大
徳
寺
入
院
に
よ
り
妙
心

寺

の
住
持
職
が
空
位
と
な

っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
筈
で
あ

っ
た
。
し
か
し
ど
う
い
う
経
緯
か
ら
か
、
こ
と
は
そ

の
よ
う
に
運
ぽ
(
御
)

ず
、
日
峰
の
大
徳
寺
入
院
の
実
現
せ
ぬ
ま
ま
に
、
明
江
の
妙
心
寺
入
寺
の
方
が
先
き
に
実
現
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『六
祖
伝
』

の
日
峰
の
項
に
よ
れ
ば
、
当
時
日
峰
は
細
川
持
之

(春
轡
居
士
)
の
絶
大
な
帰
信
を
得
て
い
た
。
日
峰
の
大
徳
寺
入
院

の
気
運
は
、
こ

の
細
川
氏
の
支
援
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
日
峰
の
頼
み
と
し
て
い
た
持
之
は
、
嘉
吉
二
年
の
六
月
、
管
領
職
を

罷
免
さ
れ
、

つ
い
で
八
月
死
去
す
る
に
至
り
、
嗣
子
の
勝
元
は
ま
だ
若
年
で
あ

っ
た
。
こ
の
辺
の
史
料
が
乏
し
い
の
で
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
細
川
家
を
襲

っ
た

一
連
の
事
態
が
、
日
峰
の
大
徳
寺
入
院
の
気
運
を
削
ぐ
こ
と
に
な
り
、
入
院
が
実
現
し
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
日
峰
の
大
徳
寺
入
寺
の
動
き
は
、
の
ち
の
ち
ま
で
根
強
く
続
け
ら
れ
て
行
く
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

嘉
吉
三
年
八
月
、
犬
山
の
瑞
泉
寺
の
看
坊

・
雲
谷
玄
祥

(日
峰
の
法
嗣
)
に
送

っ
た
日
峰
の
書
状
が
遺

っ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
見

て
み
よ
う
。

杉
原
二
帖
令
進
之
候〔七
〕

(足
利
義
勝
)

今
度
無
事
過
了
、
傍
去
六
月
廿

一
日
将
軍
十
歳
辞
世
、
同
廿
九
日
就
干
等
持
院
行
事
了
、
其
次

一
腹
九
歳
将
軍
御
所
未
居
、
今
時
節

先
烏
丸
殿
御
坐
候
、
中
陰
今
月
中
也
、
将
又
、
当
院
庫
子
之
坊
造
営
等
、
僧
達
辛
労
可
有
推
察
候
、
無
長
板
候
間
、

不
弁
候
、
其
方
之

茶
堂
之
打
板
、
先
可
上
給
候
、
代
物
者
退
蔵
院
可
弁
候
、
其
外
可
上
物
共
琳
蔵
主
方

へ
申
遣
候
、
能
く
申
談
被
上
候
者
、
大
切
候
、
山

(大
徳
寺
)

中
之
式
如
何
候
哉
、
辛
労
奉
察
候
、
就
中
、
龍
宝
山
之
事

一
向
候
、
令
辞
退
候
間
、
造
営
等
被
成
候
、
定
了
簡
候
哉
、

又
玄
三
侍
者
病
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気
以
外
候
・
此
間

法
印
之
薬
以
少
儀

候
・
落
居
如
型

・
・
委
細
候
事
共

最
要
ー

、
伝
語
候
事
候

(嘉
吉
三
年
)

八

月

六

日

宗

舜

(
花

押
)

(瑞
泉
寺
)(娼
)

青

龍

看

丈

不
宣

文
中
龍
宝
山
云
々
と
あ
り
、
前
年
の
嘉
吉
二
年
に
見
ら
れ
た
日
峰
の
大
徳
寺
入
院
の
問
題
が
、
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
、
は
か

ば

か
し
く
な
い
の
で
辞
退
す
る
と
い
う
よ
う
な
文
言
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
頃
、
既
に
明
江
は
妙
心
寺

の
住
職
と
な

っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
書
状
の
内
容
か
ら
は
そ
れ
ら
し
い
状
況
は
一
向
に
伺
わ
れ
な
い
。
書
中
に
見
え
る

「当
院
庫

子
之
坊
造
営
云
々
」

は
・
驚

の
寺
を
引
き
移
し
た
と
施

・
日
峰
の
塔
所
養
源
院
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
.
長
板
が
入
手
で
き
な

い
の
で
、
瑞
泉
寺
の
茶
堂
の

打
板
を
は
ず
し
て
送
る
よ
う
に
命
じ
、
代
物

は
既
に
洛
中
か
ら
妙
心
寺
に
移

っ
て
い
た
退
蔵
院
の
も
の
で
弁
ず
る
よ
う
申
し
渡
し
て
い
る
。

翌
文
安
元
年
の

『
一
休
和
尚
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
「
舜
日
峰
以
官
命
将
住
山
。
養
曼
和
尚
和
会
師
而
欲
拒
其
入
寺
。
」
と
あ
り
、
官
命
に

よ

っ
て
日
峰
が
正
に
大
徳
寺
に
住
山
せ
ん
と
す
る
気
運
に
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
し
、
養
翌
と

一
休
と
が
協
議
し

て
、
そ
の
入
寺
を
拒

も
う
と
し
て
い
た
様
子
も
伺
わ
れ
る
が
、
結
局
こ
の
年
も
日
峰
の
大
徳
寺
入
寺
は
実
現
し
て
い
な
い
。

日
峰
の
大
徳
寺
入
院
の
こ
と
が
漸
く
に
し
て
実
現
す
る
の
は
、
嘉
吉
二
年

(
一
四
四
二
)
よ
り
数
え
て
五
年
後
の
文
安
四
年

(
一
四
四

七
)
八
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
、
『瑞
泉
寺
史
別
巻

妙
心
寺
派
語
録

一
』
に
そ
の
入
寺
法
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
山
門
の
偶

は
、
「
虚
堂
八
十
再
住
山
、
ぐ
僧
八
十
始
入
寺
、
関
、
無
処
回
避
」
と
あ
り
、
こ
の
偶

に
よ

っ
て
日
峰
は
、
八
十
歳

で
大
徳
寺
に
新
住
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『妙
心
寺
派
語
録

一
』
の
日
峰
入
寺
法
語
の
中
に
は
見
え
な
い
が
、
『妙
心
寺
史
』
に
は
、
こ
の
時
日
峰
が
妙
心
寺

住
持
の
明
江
に
対
し
て
述
べ
た
、
以
下
の
よ
う
な
謝
語
を
載
せ
て
い
る
。

明
江
西
堂
和
尚

王
室
玉
葉

(瑞
龍
山
)

(十
刹
西
堂
位
)

(妙
心
寺
)

(50
)

龍

峰

頭
角

経

過
真

如

界

坐

断

正

法

山

徳
行

大
哉

誰

不

謄
仰



謝
語

の
内
容
は
、
明
江
が
皇
室
の
血
統
を
受
け
、
南
禅
に
掛
籍
し
て
大
成
し
、
後

に
官
寺
十
刹
の
西
堂
位

(真
如
位
)
に
陞
り
、
つ
い
で

妙
心
寺
の
住
持
を
つ
と
め
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
後
明
江
が
史
料
に
姿
を
現
す
の
は
あ
と

一
度
だ
け
と
な
る
。
即
ち

『看
聞
御

記
』

の
文
安
四
年
十
二
月
三
日
の
記
事
で
あ
る
。
貞
成
親
王
が
そ
の
前
月

(十

一
月
)
の
二
十
七
日
に
後
花
園
天
皇
か
ら

「太
上
天
皇
」

の
尊
号
を
受
け
て
い
た
の
で
、
そ
の
参
賀
の
た
め

「
妙
心
寺
」
が
貞
成
親
王
邸
に
祇
候
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
妙
心
寺
、
確
証
は
無

い
が
明
江
西
堂
と
見
倣
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

翌
文
安
五
年
正
月
二
十
六
日
、
日
峰
は
妙
心
寺
に
お
い
て
示
寂
し
、
塔
所
養
源
院
に
葬
ら
れ
る
。
日
峰
遷
化
の
卦
に
接

し
、
尾
張
犬
山

の
瑞
泉
寺
よ
り
参
上
し
、
養
源
院
に
住
し
た
の
は
、
日
峰
の
法
嗣
の
義
天
玄
詔
で
あ

っ
た
。
こ
の
後
、
皇
親
系
を
代
表
す
る
明
江
と
、
管

領
家
細
川
勝
元
の
外
護
を
頼
み
と
す
る
義
天
と
の
間
に
、
妙
心
寺
住
持
職
の
授
受
が
行
わ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
時
の
こ
と
で
あ

っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
確
か
な
の
は
、
そ
れ
ま
で
公
家
系
統
の
寺
領
庄
園
に
頼

っ
て
い
た
初
期
妙
心
寺
教
団
の
経
営

の
基
盤
が
、
以
後

細
川
管
領
家
や
諸
国
散
在
の
守
護
大
名

・
守
護
代
な
ど

の
武
家
集
団

へ
と
、
大
き
く
転
換
し
て
行

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
今
日
教
団
で
定
説
と
な
っ
て
い
る
、
初
期
妙
心
寺
の
住
持
位
次
の
中
、
三
世
無
因
と
四
世
雲
山
と
の

位
次

が
、
実
は
逆
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
五
世
明
江

・
六
世
拙
堂

・
七
世
日
峰
の
位
次
は
、
明
ら
か
に
五
世

拙
堂

・
六
世
日
峰

・
七
世
明
江
の
順
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
提
言
す
る
次
第
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
関
山
よ
り
の
一
流
相
承
の
法
系
を
誇
る
妙
心
寺
教
団
に
と

っ
て
、
関
山
派
の
法
系
の
法
嗣
で
も
な

い
明
江
叡
西
堂
の

妙
心
寺
住
山
の
事
実
は
、
復
興
期
の
混
乱
の
時
代
で
あ

っ
た
と
は
い
え
、
教
団
に
と

っ
て
甚
だ
好
ま
し
く
な
い
事
実
で
あ

っ
た
。
妙
心
寺

教
団
が
初
期

の
妙
心
寺
の
住
持
世
代
を
、
法
系
者
と
住
世
者
と
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
も
、
お
そ
ら
く

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
胚

胎
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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注

(
1
)

川
上
孤
山
著

『
妙
心
寺
史
』

六
四
頁

(
2
)

『
同
右
書
』

同
頁

(
3
)

『
同
右
書
』

一
七
九
頁

無
著

道
忠
著

『
正
法

山
誌
』
九
〇

頁
。
な

お

『
同
書
』
八
九
頁

に
以

下

の
よ
う
な
記
事
が

あ
る
。

「
古
妙
心
派
瑞
世
開
堂
。

皆
於
大

徳
修

之
。
故
妙
心
祖
図
。
日
大
徳
景
川
宗
隆
等
是
也
。
後

後
柏
原
院
賜

論
旨
。
於
妙
心
入
院
開
堂
時
。
郡
林
和
尚
初
行
入
寺
規
。
故
行

入
寺

規
。
於
妙
心
以
郡
林
為
始
。

(
4
)

『妙
心
寺
史
』

二
六
頁

(
5
)

『
正
法
山
誌
』
六
〇
～
六
三
頁

『
妙
心
寺
史
』

五
六
頁
～
六
〇
頁

(
6
)

拙
稿

「
関
山
慧
玄
伝
の
史
料
批
判
」
(
『栄

西
禅
師
と
臨
済
宗
』

日
本
仏
教
史
論
集

七
)

拙
稿

「
『関

山
国
師
別
伝
』

に
つ
い
て
」
(
『禅
学

研
究
』

六

一
号
)

(
7
)

『
妙
心
寺
大
観
』
解
説
七
三
頁

(
8
)

『
正
法

山
六
祖
伝
訓
註
』
五
二
頁

(
9
)

『妙

心
寺
文
書
』

⇔

当
時

の
萩
原
宮

は
、
花

園
法
皇

の
皇
子

直
仁
親
王
。

『
妙
心
寺
文
書
』
⇔

(
10
)

(
11
)

(
12
)

(
13
)

(
14
)

『同
右
文
書
』
⇔

『同
右
文
書
』
⇔

『妙
心
寺
大
観
』
解
説
七
四
頁

『妙
心
寺
文
書
』
⇔

(
15
)

『
同
右
文
書
』
e

(
16
)

『
妙
心
寺
史
』
七

四
頁

(
17
)

『
妙
心
寺
文
書
』
⇔

(
18
)

『
同
右
文
書
』
㈲

(
19
)

荻
須
純
道
編
著

『妙
心
寺
』

一
八

二
頁

(
20
)

『
同
右
書
』

一
八

二
頁

『
正
法
山

六
祖
伝
訓
註
』

一
八
頁

(
21
)

『
同
右
書
』
五
六
頁

(
22
)

『
同
右
書
』

五
五
頁

(
23
)

『同
右
書
』

五
六
頁

(
24
)

『妙

心
寺
史
』

八

一
頁

(
25
)

『
正
法

山
六
祖
伝
訓
註
』

五
六
頁

(
26
)

『
妙
心
寺
史
』

八

一
頁

一
六
頁
で
、
無
著
も

「
古
記
云
」
と
し

て
以
下

の
よ

「
廷
用
者

時
公
方
之
俗

叔
也
。
賜

妙
心
寺
。
改

『
正
法
山

誌
』

う

に
述

べ
て

い
る
。

名
龍
雲
寺
也
。
L

(
27
)

玉
村
竹

二
稿

「
初
期
妙
心
寺
史
の

二
、

師
と
臨
済
宗
』

一
九
四
頁
)

　

32
)

　 　 　 　
31302928
))))

『
正
法
山
六
祖
伝
訓
註
』
五
六
頁

『
同
右
書
』
五
八
頁

『
妙
心
寺
史
』
七
八

・
八

一
頁

『
正
法
山

六
祖
伝
訓
註
』

五
七
頁

『
同
右
書
』

五
七
頁
。
宗
利
西
堂

は
、

三
の
疑
点
」
(
『
栄
西
禅

す

る
南
禅
寺
塔
頭
正
眼
院
の
僧

で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

お
そ
ら
く
大
応
派

に
属

も
と
も
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と
道
号

も
出
自
も
生
没
も
、
す
べ
て
不
明

の
人
で
あ
る
。
江
戸
時
代

中

期
、
駿
州

蒲
原

の
龍
雲
寺

の
応
禅

普
善

(
一
六
七

三
ー

一
七

四

三
)
が
、
関
山

の

「遺
誠
」

を
偽
作
し
、
そ

の
伝
承

の
正
し
さ
を
諸

人

に
納
得

さ
せ
る
た

め
に
、
出
自

の
明
ら
か
で
な
い
宗
利

の
法
諜

に

根
外

の
道
号
を
付

し
、
雲
山

の
弟
子

に
仕

立

て
、

「
遺
誠
」

の
蹟
文

の
作
者

の

一
人
と
し
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
寛
延
版

の

『
正

法
山
宗
派
図
』

の
発
刊
以
後
、
雲
山

の
法
嗣

と
し
て
、
根
外
宗
利

の

名
が
妙
心
寺
派

の
宗
派
図

に
記
載
さ
れ
定
着

し
て
行
く

こ
と

に
な
る

の
で
あ

る
。

　 　 　 　
45444342
))))

(((((((((

414039383736353433
)))))))))

『
正
法
山
六
祖
伝
訓
註
』

五
七
頁

『
妙
心
寺
史
』

八

二

・
三
頁

『
正
法

山
六
祖

伝
訓
註
』
五
七
頁

『
同
右

書
』

二
六
頁

日
本
仏
教
史
論
集
七

『
栄
西
禅
師
と
臨
済

宗
』
所
収

玉
村
竹

二
著

『
日
本
禅
宗
史
論
集
』

下
之

二
、

三
〇
七

頁

『
同
右
書
』

三
〇
七

・
八
頁

『
同
右
書
』

三
〇
八
頁

『
正
法
山

六
祖
伝
訓
註
』

五
四
頁

『
妙
心
寺
史
』
七
七
頁

『
正
法
山
六
祖
伝
訓
註
』

五
八
頁

『
同
右
書
』
五
八
頁

同
庄
園
目
録
は

『妙
心
寺
史
』

八
五
頁

に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。

ア
ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト
の
記
号
順

に
各
文
書

の
補
充
的
な
説
明
を
以
下
に

施

し
て
お
く
。

④

墳
訥
毒

七
昇

二
日
花
園
法
皇
寅
翰

(往
年
御
廣
翰
)
関
山

宛

『妙
心
寺
文
書
』
e
所
収

⑬

筆
薙

年
+
月
廿
吾

鹿
苑
院

(足
利
藷

)
御
判
御
教
書

妙
心
寺
住
持
宛

『妙
心
寺
文
書
』
四
所
収

◎

箔
聾

管

月
廿
九
日
花
園
院
院
宣

関
山
宛

『妙
心
寺
文

書
』
e
所
収

但

し
同
文
書

で
は
光
明
院

の
紛
旨
と
し
て
い
る
。

⑪

慷
詠
珊
年
二
孕

三
日
花
園
院
院
宣

関
山
宛

『妙
心
寺
文

書
』
e
所
収

但
し
同
文
書
で
は
光
明
院
輪
旨
と
す
る

⑤

禎
遜
騨
年
二
月
廿
三
日
崇
光
院
院
宣

授
翁
宛

『妙
心
寺
文

書
』
⇔
所
収

但
し
同
文
書
は
後
光
厳
院
院
宣
と
す
る

㊦

領
勲
毎

廿
百

萩
原
宮
含
・

授
翁
宛

『妙
心
寺
文
書
』

⇔
所
収

◎

舗
謬
深

七
昇

日

故
中
納
言
寄
進
状

妙
心
寺
方
丈
宛

『妙
心
寺
文
書
』
⇔
所
収

⑪

誌
肇

月
+
月
三
日

萩
原
宮
令
旨

雲
山
宛

『妙
心
寺
文

書
』
⇔
所
収

①

舗
婆

咋
九
月
三
日

後
光
厳
院
院
宣

雲
山
宛

『妙
心
寺

文
書
』
⇔
所
収

①

舗
謬

溌

九
月
三
日

後
光
厳
院
院
宣

雲
山
宛

『妙
心
寺

文
書
』
⇔
所
収

⑭

詠
遜
毒

正
月
+
百

萩
原
宮
令
旨

無
因
宛

『妙
心
寺

文
書
』
⇔
所
収

①

詠
麹
羅

芳

吾

後
円
融
院
輪
旨

雲
山
宛

『妙
心
寺

・

大

観
』

に
収
録
さ
れ
、
論
旨
そ

の
も

の
が

存
在
す

る
が
、
『
妙

心
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寺
文
書
』
中
に
は
見
当
ら
ぬ
。

⑭

嫁
認
馨

三
月
二
吉

後
円
融
院
槍

日

授
翁
宛

『妙
心

寺
文
書
』
⇔
所
収

⑪

糠
謹

咋
三
月
昔

後
円
融
院
種

日

雲
山
宛

『妙
心
寺

文
書
』
O
所
収

(
こ
の
論
旨
、
本
文
中

に
も
述

べ
て
お
い
た
が
、

『
妙
心
寺
文
書
』
e

で
は
光
明
院
論
旨
と
し

て
い
る
)

な
お
以
上

の
文
書
中
、
⑪
①
①
⑭
①
⑭
⑪

の
各
文
書
は
、
既

に
本
稿

参
考
皇
統
図

89

88後
嵯
峨

の
雲
山

の
章

で
全
文
紹
介
済
み
で
あ

る
。

(
46
)

微
笑
庵

主
宗
燦

は
、

五
辻
宮

の

一
族
で
詳
細

は
玉
村

竹

二
著

『
日
本
禅

宗
史
論
集
』
下
之

二
、

二
八
四
頁
参
照

(
47
)

『
正
法
山
六
祖
伝
訓
註
』

二
七
頁

(
48
)

「溌

陽
寺
文
書
」
㊧

(
49
)

『
妙
心
寺
史
』
八

四
頁

(
50
)

『
同
右
書
』

八
六
頁

92

93

働

㈱

(伏
見
宮
)

(後
崇
光
院
)

絹

畑
　


